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１．環境経営方針

基本理念

環境経営活動　基本方針

① 事務所を適正に管理し、電気・水道等の使用量の節減に努めます。

② 廃棄物の分別を徹底し、排出抑制と資源化に努めます。

③ 使用車両のエコドライブに努めます。

① 現場における公害対策等に万全を期します。

② 現場における建設副産物の分別を徹底し、資源化の推進と廃棄物の削減に

　 努めます。

③ 省エネと環境に配慮した改修工事を発注者様へ提案します。

④ 使用車両のエコドライブと、環境配慮型建設機械の使用に努めます。

⑤ 現場の整理・整頓・清掃に努めます。

　5)地域社会貢献活動に積極的に参加します。

　6)環境活動レポートは一般に公開します。

制定： 2018年 7月30日

改定： 2019年 4月17日

呉光塗装株式会社
代表取締役 奥野　眞一

環境経営方針

　呉光塗装株式会社は、官庁・民間企業及び住宅の建物施設・設備の改修工事業の
事業活動をして参りました。
　これまで多くの住宅・庁舎施設の改修や橋梁等の塗装を行ってきたノウハウを
活かし、今後も循環型社会構築に向け積極的に取り組んで参ります。
　その中で、更なる課題として環境改善・地球温暖化防止の重要性を認識し、日々
の事業活動を通じて地域の環境保全と安心・安全の街作りへの取り組みに寄与する
よう努めます。
　このため、当社はエコアクション21環境システムを導入し、環境に優しい工事を
推進し、更なるお客様・発注者の信頼の確保と経営の安定を目指します。

　基本理念のもとに関係法令を遵守し、次に掲げる項目を自主的、且つ積極的に
取り組むとともに、定期的に見直し、環境マネジメントシステムの継続的な改善
を行います。

　1)事業所の全従業員に周知し、環境マネジメントシステムの理解と定着化を
　　図ります。

　2)協力会社に対して環境マネジメントシステムについての啓蒙啓発活動を
　　行います。

　3)事務所におけるエコオフィス活動を推進します。

　4)改修工事においては次の環境活動を実施します。
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２．組織概要

1）事業所名及び代表者名

　　　 呉光塗装株式会社

　　　 代表取締役　奥野　眞一

2）所在地

　　　 本　　社 〒271-0054　千葉県松戸市中根長津町25

TEL：047-365-1531　FAX：047-365-4221

　 　　茨城支店 〒302-0109　茨城県守谷市本町3273-3

TEL：0297-48-5660　FAX：0297-48-5789

　 　　東京支店 〒125-0042　東京都葛飾区金町1-19-13-203

TEL：03-6231-3537　FAX：03-6231-3538

　 　　資材センター （第1センター）〒271-0043　千葉県松戸市旭町2-278

（第2センター）〒271-0043　千葉県松戸市旭町1-201

3）環境管理責任者氏名

　　　 取締役　奥野　仁識 T E L ：  047-365-1531

　　　 取締役　西尾　弘美子 E-mail ：  ea21@gokou-tosou.co.jp

4）事業内容

　　　 住宅・庁舎等の改修工事、橋梁・鋼構造物等塗装工事、他

　　　 許可番号：国土交通大臣許可（特-29）第014531号

　　　 許可業種：建築工事業、大工工事業、左官工事業、とび・土工工事業、

　 　　　　　　　石工事業、屋根工事業、タイル・れんが・ブロック工事業、

　 　　　　　　　鋼構造物工事業、鉄筋工事業、板金工事業、ガラス工事業、

　 　　　　　　　塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、熱絶縁工事業、

　 　　　　　　　建具工事業

5）事業規模 資本金　100,000,000円

単　位 2016年度 2017年度

百万円 2,775 3,012

件 23 25

人 46 45

㎡ 538 538

※工事件数は5百万円以上

6）事業年度 7月～6月

事 業 規 模

延 床 面 積

従 業 員 数

工 事 件 数

年間売上高

2015年度

2,321

26

45

538
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３．実施体制

1）組織図

2）役割分担表

各現場代理人

営業部 工事部総務部

鶴見 政治 上村 貴子 鶴見 悟志

現場責任者

西尾 弘美子

代表取締役

奥野 眞一

奥野 仁識･西尾 弘美子

環境管理責任者

東京支店

役　　　割

当社は全組織・全活動を対象範囲としています。

E A 2 1 事 務 局

環境管理責任者

最 高 責 任 者

全　従　業　員

髙木　 葉月
三井 　里美

奥野 　仁識
西尾 弘美子

奥野　 眞一

氏　　　名

・環境方針の理解と取組みへの重要性の自覚
・環境活動への自主的・積極的な取組み
・廃棄物分別の徹底
・各現場での環境活動計画の実施及び報告

・環境活動の推進
・活動計画の周知
・文書及び記録の集計・管理
・環境活動レポート作成

・EA21ガイドラインの要求事項を満たす
　環境管理システムの構築・実施・管理
・代表者への報告

・全体の総括
・環境方針の策定及び環境管理責任者の任命
・取組みに必要な資源の準備
・全体の評価と見直し

実　　施　　事　　項

E A 2 1 事 務 局

第1･第2資材センター茨城支店

奥野 仁識 鶴見 威

髙木 葉月･三井 里美
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４．環境目標とその実績

1）環境目標の策定

2）2017年9～11月の実績（基準年）と2018年9月～11月の目標および実績等

目標値 実績値 目標値比 達成

全社 二酸化炭素の削減 kg 35,831 35,473 37,827 106.6 ％ ×

電力の節減（本社） kWh 8,147 8,066 7,925 98.3 ％ ○

電力の節減（東京支店） kWh 104 103 97 94.2 ％ ○

電力の節減（茨城支店） kWh 32 32 28 88.4 ％ ○

電力の節減（資材センター） kWh 1,111 1,100 953 86.6 ％ ○

ガソリンの節減（営業車） ℓ 2,034 2,014 1,781 88.4 ％ ○

軽油の節減（営業車） ℓ 128 126 673 532.8 ％ ×

水資源の節減 m
3 722 183 171 93.4 ％ ○

事務所廃棄物の削減 kg 未計測 - 160 - -

地域環境保全活動 回 2 - 2 - -

環境に配慮した計画・設計の提案 件 23 - 21 - -

電力の節減（現場） kWh 11,510 11,395 17,967 157.7 ％ ×

ガソリンの節減（現場車両） ℓ 7,691 7,614 6,965 91.5 ％ ○

軽油の節減（運搬車） ℓ 460 455 523 114.9 ％ ×

ガソリンの節減（発電機） ℓ 56 55 36 65.0 ％ ○

軽油の節減（発電機） ℓ 0 0 0 - -

資材の適正管理（塗料・防水材など） 件 3 - 14 - -

環境配慮工事の実施 件 3 - 14 - -

建設リサイクルの推進 件 3 - 5 - -

５．環境目標と主な取組み状況と評価

1）本社・支店・資材センター
目標に対し、概ね達成できたと考えられる。

今後も引き続き、社員への意識改革を行い、無駄なエネルギー使用を控えていく。

2）現場
大型現場の施工が集中し、一部達成できない項目もあったが、売上増における目標の

修正も必要と考えられる。　各現場の取組み意識と努力でさらなる達成を目指したい。

2018年9月～11月

　当社は、本社、支店、資材センター、工事部の各部門からなり、それぞれの業務内容は
大きく異なります。

　このため、環境負荷と環境への取り組みをそれぞれの部門ごとに把握し、それぞれの環
境への影響が高い項目を主たる目標とし数値を定めました。

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、
　　2018年7月13日環境省発表／
　　2016年度の東京電力エナジーパートナー調整後排出係数（0.474kg-CO2/kWh)を適用

本
社
・
支
店
・
資
材
セ
ン
タ
ー

現
　
　
場

環 境 目 標 項 目

2017年
9月～11月
実績績

（基準値）
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６． 主な環境活動計画の内容と取組結果の評価及び次年度の取組内容

①室温/冷房28℃以上、暖房20℃以下

②照明の小まめなON・OFF

③OA機器は省エネモードと不使用時OFF

①室温/冷房28℃以上、暖房20℃以下

②照明の小まめなON・OFF

③OA機器は省エネモードと不使用時OFF

①照明の小まめなON・OFF

②OA機器は省エネモードと不使用時OFF

①室温/冷房28℃以上、暖房20℃以下

②照明の小まめなON・OFF

③OA機器は省エネモードと不使用時OFF

①急停車・急発進の抑制

②ふんわりアクセルの実施

③アイドリングストップの実施

①急停車・急発進の抑制

②ふんわりアクセルの実施

③アイドリングストップの実施

①「節水」の掲示

②雨水の優先利用

①新聞・雑誌・段ボール等のリサイクル

②ビン・缶・ペットボトルのリサイクル

①事務所周辺の清掃活動

②塗装組合主催の清掃活動への参加

①計画・設計の提案

②顧客への説明

①室温/冷房28℃以上、暖房20℃以下

②照明の小まめなON・OFF

③OA機器は省エネモードと不使用時OFF

①急停車・急発進の抑制

②ふんわりアクセルの実施

③アイドリングストップの実施

①運搬コースの短縮化

②積込み時のアイドリングストップの実施

③渋滞回避ルートの走行

①空ふかしをしない

②不使用時OFF

③点検整備の推進

①空ふかしをしない

②不使用時OFF

③点検整備の推進

①使用缶数チェックによる適正発注

②空缶検査の徹底

③残材の適正処分

①関係住民への説明

②ケレン屑の適正処理・処分

③低公害型重機の使用

④防音型の工具の使用

①13分別の徹底

②混合廃棄物の削減

③仮設材などの再利用の推進

④建設廃材の再資源化の推進

本
社
・
支
店
・
資
材
セ
ン
タ
ー

電力の節減
/本社

節電意識は習慣化されつつあり、
目標を達成できた

継続

電力の節減
/東京支店

電力の節減
/資材センター

節電意識は習慣化されつつあり、
目標を達成できた

継続

節電意識は習慣化されつつあり、
目標を達成できた

継続

電力の節減
/茨城支店

節電意識は習慣化されつつあり、
目標を達成できた

継続

ガソリンの節減
/営業車

各自エコドライブを意識し、目標を
達成できた

継続

環境活動の計画においても、事務所、支店などの各部門別に計画を立案し実行した結果及び評価は次の通りです。

項  目 活動内容 評　　　価
次年度
の活動

軽油の節減
/営業車

保有台数増加により、実態把握とする 継続

水資源の節減
節水意識は習慣化されつつあり、
目標を達成できた

継続

事務所廃棄物
の節減

排出数量の実態把握とする 継続

地域社会貢献活動 目標を達成できた 継続

環境に配慮した
計画・設計の提案

技術者不足傾向にあったため、
未達となった

継続

現
　
　
場

電力の節減
/現場

大型現場が集中した為、未達となった 継続

ガソリンの節減
/現場車両

各自エコドライブを意識し、目標を
達成できた

継続

軽油の節減
/運搬車

遠い現場を施工中の為、未達となった 継続

ガソリンの節減
/発電機

節減意識は習慣化されつつあり、
目標を達成できた

継続

軽油の節減
/発電機

使用が無かった為目標達成となった 継続

環境配慮工事の実施
各現場工夫をこらし、目標を達成
できた

継続

資材の適正管理
（塗料・防水材など）

目標を達成できた 継続

建設リサイクル
の推進

分別の徹底を図り、目標を達成できた 継続
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７．環境負荷の実績

2017年度
（基準年）

二酸化炭素 ※1 kg-CO2 145,102

再資源化量 t -

単純焼却量 t -

最終処分量 -

再資源化率 ％ -
再資源化量 t 641

単純焼却量 0

最終処分量 t 13

再資源化率 t 98.1

公共用水域 m
3 30

下水道 m
3 692

上水 m
3 722

工業用水 m
3 0

地下水 m
3 0

kg 0.96

ビスフェノールA kg 0.72

2-エチルヘキサン酸 kg 1.67

エチルベンゼン kg 2,003.00

キシレン kg 2,556.00
クメン kg 22.00

クロム及び三価クロム化合物 kg 14.70

3,3'-ジクロロ-4,4'-ジアミノジフェニルメタン kg 1,204.00

ジクロロメタン kg 36.90

N,N-ジメチルホルムアミド kg 1.13
スチレン kg 1.78

トリエチレンテトラミン kg 0.18

1,2,4-トリメチルベンゼン kg 1,564.00

1,3,5-トリメチルベンゼン kg 1,007.00

トリレンジイソシアネート kg 216.00
トルエン kg 5,394.00

ナフタレン kg 0.90

ノニルフェノール kg 7.00

フェノール kg 0.03

フタル酸ジ-ノルマル-ブチル kg 5.13
フタル酸ビス kg 40.08

4-ターシャリ-ブチルフェノール kg 0.04

ふっ化水素及びその水溶性塩 kg 2.46

ヘキサメチレン=ジイソシアネート kg 0.80

ほう素化合物 kg 0.06
ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル kg 20.27

マンガン及びその化合物 kg 0.20

メタクリル酸2-エチルヘキシル kg 7.95

メタクリル酸メチル kg 6.26

kg 17.31
購入電力(新エネルギーを除く) MJ 995,356

化石燃料 MJ 1,446,234

新エネルギー MJ 0

その他 MJ 0

資源使用量 t 359
循環資源使用量 t 0

製品生産量等 t 0

環境負荷低減に資する製品等 m
3 0

2017年度の1年間の環境負荷の実績は次の通りです。

項 目 と 単 位

①　温室効果ガス排出量

②　廃棄物排出量及び
　　廃棄物最終処分量

一般廃棄物

産業廃棄物
（建設副産物等）

③-1　総排水量

③-2　水使用量

④　化学物質使用量

3-イソシアナトメチル-3,5,5-トリメチルシクロヘキ
シル=イソシアネート

メチレンビス（4,1-フェニレン）=ジイソシアネート

⑥　資源等使用量

⑤　エネルギー使用量

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、2018年7月13日環境省発表／2016年度の
  東京電力エナジーパートナー調整後排出係数（0.474kg-CO2/kWh)を適用

⑦　サイト内で循環的利用を
　　行っている物質量等
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８．活動報告

会社周辺の清掃活動の様子

毎朝会社周辺のごみを拾います。 定期的に草むしりもしています。

（一社）千葉県塗装工業会主催ボランティア参加

松戸駅周辺のごみを分別して拾います。 今回は15名が参加しました。

木更津護岸壁画塗装（落書き除去）
に参加しました。

2018年12月5日付
建設タイムズにも掲載されました。

松戸市主催ボランティア参加（松戸市クリーンデー（ごみ拾い））
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使用済み切手回収

現場のごみ箱にも設置しています。

各事務所に回収BOXを設置し回収しています。
一定量回収次第、海外の医療支援に
役立てられる団体に送付予定です。

各事務所に回収BOXを設置し回収しています。

洗浄後、指定の回収場所に自己搬入しました。

エコキャップ回収
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エコキャップ受領書
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廃棄物排出量削減 水使用量削減

地域社会貢献活動　（公益財団法人 松戸みどりと花の基金　賛助会員）

毎日出るコーヒーがらを本社敷地に撒く事で
累計62kgのゴミの削減になりました。

電気使用量削減

その他の取組み

1990年から賛助会員として寄付し、
毎年いただいた花苗を本社に植えています。

プランターに植え、事務所の脇に設置・
道路側の花壇にも地植えします。

本社に雨どい取付型雨水貯留タンクを設置
しました。花木の水やりに使用しています。

資材センター事務所の屋根には
よしずを設置しています。

グリーンカーテン、ただいま成長中です。
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産業廃棄物の分別

ダンボール・シュレッダーごみ等、資源は古紙回収業者に委託

事業系一般廃棄物の分別・自己搬入

事業系一般廃棄物・産業廃棄物の分別
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９．今後の目標と計画（2018～2020年度の中期環境経営目標）

基準年を2017年とした今後３ヵ年の節減率の中期環境経営目標は次の通りです。

削減等％ 目標値 削減等％ 目標値 削減等％ 目標値

全社 二酸化炭素の削減　※ 138,936 kg 削減率1.0％ 137,547 削減率2.0％ 136,158 削減率3.0％ 134,768

電力の節減（本社） 37,899 kWh 節減率1.0％ 37,520 節減率2.0％ 37,141 節減率3.0％ 36,762

電力の節減（東京支店） 431 kWh 節減率1.0％ 427 節減率2.0％ 422 節減率3.0％ 418

電力の節減（茨城支店） 193 kWh 節減率1.0％ 191 節減率2.0％ 189 節減率3.0％ 187

電力の節減（資材センター） 4,608 kWh 節減率1.0％ 4,562 節減率2.0％ 4,516 節減率3.0％ 4,470

ガソリンの節減（営業車） 8,501 ℓ 節減率1.0％ 8,416 節減率2.0％ 8,331 節減率3.0％ 8,246

軽油の節減（営業車） 753 ℓ 節減率1.0％ 745 節減率2.0％ 738 節減率3.0％ 730

水資源の節減 722 m3 維持 722 維持 722 維持 722

事務所廃棄物の削減 未計測 kg - 未計測 - 未計測 - 未計測

地域社会貢献活動 2 回 - 必要の都度 - 必要の都度 - 必要の都度

環境に配慮した計画・設計の提案 62 件 - 全件提案 - 全件提案 - 全件提案

電力の節減（現場） 58,126 kWh 節減率1.0％ 57,545 節減率2.0％ 56,963 節減率3.0％ 56,382

ガソリンの節減（現場車両） 27,169 ℓ 節減率1.0％ 26,897 節減率2.0％ 26,625 節減率3.0％ 26,354

軽油の節減（運搬車） 1,929 ℓ 節減率1.0％ 1,909 節減率2.0％ 1,890 節減率3.0％ 1,871

ガソリンの節減（発電機） 116 ℓ 節減率1.0％ 115 節減率2.0％ 114 節減率3.0％ 113

軽油の節減（発電機） 154 ℓ 節減率1.0％ 153 節減率2.0％ 151 節減率3.0％ 150

資材の適正管理（塗料・防水材など） 16 件 - 全件実施 - 全件実施 - 全件実施

環境配慮工事の実施 16 件 - 全件実施 - 全件実施 - 全件実施

建設リサイクルの推進 16 件 - 全件実施 - 全件実施 - 全件実施

2020年度

本
社
・
支
店
・
資
材
セ
ン
タ
ー

現
　
　
　
場

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、
　　2018年7月13日環境省発表／2016年度の東京電力エナジーパートナー調整後排出係数（0.474kg-CO2/kWh)を適用

目 標 項 目
基準年実績

（2017年度）
単位

2018年度 2019年度
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１０．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　並びに違反、訴訟等の有無

1）関連する法規制等は次の通りです。

建設業法 ダイオキシン類対策特別措置法

建設リサイクル法 消防法

廃棄物処理法 浄化槽法

水質汚濁防止法 道路交通法

労働安全衛生法 道路運送車両法

フロン排出抑制法 自動車NOX・PM法

騒音規制法 家電リサイクル法

振動規制法 小型家電リサイクル法

悪臭防止法 グリーン購入法

大気汚染防止法 化管法

2）2019年4月1日に遵守確認を行った結果、環境関連法規への違反・訴訟などはありません。

なお、関係当局よりの違反などの指摘は過去３年間ありません。

１１．代表者による評価と見直し

2019年 5月30日

呉光塗装株式会社

 代表取締役 奥野　眞一

　　当社にとって初めての取組みとなったが、目標設定及びその呼びかけ・啓発ポスタ
　ーの掲示等により、環境配慮の意識が高まり良好と思われる。
　
　①電気・燃料の使用量は現場条件によって変動するが、今期は前期に比べ大きな現場
　　を多数施工した為、増加傾向になってしまった。

　②電気量は夏場にピークになる為、エアコンの適切な温度管理や各現場で実施可能な
　　工夫で電気使用量低減を継続していく。

　③燃料については、エコ安全ドライブや公共交通機関の積極的利用を継続していく。

　④廃棄物等の削減については、啓発ポスターの掲示など啓蒙活動を推し進めてさらな
　　る意識向上を図っていく。

　⑤エコキャップや使用済み切手の回収活動、清掃ボランティア活動において多くの協
　　力が得られたので、引き続き継続していく。

　　エコアクション21活動は、全員参加が重要なので、今後も各事務所各現場のそれぞ
　れで、地道で有用な活動を継続していく。

　次回の環境レポートは2020年 4月頃に作成する。
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